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更新日：令和 6 年 9 月 27 日 

作成者：ＴＫＣヘルプデスク 

【ログイン中のユーザ情報が表示され、運用管理システム「206. データの更新」ができない 

場合の対処方法】 

 

Ⅰ エラーの概要 

１．新しい版数の提供後に年度版システムを起動しようとした際に、データの更新が行われてい 

ないため、以下のエラーメッセージが表示されます。 

   

２．メッセージに従って、運用管理システムのメニュー「206. データの更新」を実行しようと

すると、以下のメッセージが表示され、実行できません。 

 

Ⅱ エラーの原因 

データの更新を行おうとしている対象年度の年度版システムに、ログイン中のユーザ 

情報が残っていることが原因となり、データの更新を行えない状況です。 

ログイン中の情報が残っているユーザ ID でログアウトするために、Web メニューからシス

テムを起動すると、最新版のシステムをインストールしてしまい、上記Ⅰ １．のメッセージ

が表示され、堂々巡りとなります。 
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Ⅲ 対処方法 

最新版へ更新前に利用していた版数のシステムを起動し、ログイン中のユーザ情報をクリ

アすることで、システムに誰もログインしていない状態とします。そのうえで、最新版のシス

テムから、運用管理システムの「206. データの更新」を実行します。 

 

 年度版システムが最新版に更新されていないＰＣ(※１)がある場合は、以下の１．の対処方

法(p.3～p.6)を行ってください。 

 ※１ 最新版の提供後に、Ｗｅｂメニューからシステムを１度も起動していないＰＣです。 

Ｗｅｂメニューからシステムを起動すると、最新版のシステムに更新されてしまうので

ご注意ください。 

 

すべての PC の年度版システムが最新版に更新されている場合は、以下の２．の対処方法

(p.7～p.14)を行ってください。 
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１．年度版システムが最新版に更新されていないＰＣがある場合 

 対象年度のシステムが最新版に更新されていないＰＣで、以下の作業を行ってください。 

 

(1) ショートカットからのシステム起動 

以下の方法で、データの更新を行う対象年度の年度版システムを、ショートカット(※)から 

起動します。 

 ※ Ｗｅｂメニューから年度版システムを起動すると最新版に更新されてしまうため、 

  ショートカットを作成して起動する必要があります。 

 ※ ＩＳＯイメージファイルでシステムをインストールし、ショートカットからシステムを

起動している場合は、１．(1) の処理は不要なため、以下の１．(2) へ進んでください。 

 

①e-TAX グループ通算の場合 

1) 以下の exe を右クリックし、[送る] ＞ [デスクトップ(ショートカットを作成)] を 

クリックします。 

C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\GXYYYY\eConsTax.exe 

※「YYYY」の箇所は、対象のシステム年度の西暦です。 

 例えば、令和４年度の場合は、「GX2022」となります。 

  

 

2) デスクトップに作成された「eConsTax.exe-ショートカット」のファイルを右クリック 

し、[プロパティ] をクリックします。 

3) [ショートカット] タブの [リンク先] 欄で、設定済みの以下の文字列の後ろに、半角 



4 

 

スペースと対象年度の西暦の 4 桁の数字を追加します。 

(以下は例として令和 4 年度(2022)です。) 

※ 以下赤字の箇所です。(半角スペースは▯で表現しています。) 

"C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\GX2022\eConsTax.exe"▯2022 

 

4)  [適用] ボタンをクリックし、[ＯＫ] ボタンをクリックして [プロパティ] 画面を 

閉じます。 

  

 

5) 当該ショートカットファイルをクリックし、対象年度の年度版システムを起動します。 

 

②eConsoliTax の場合 

手順は上記①と同様です。1) の exe は以下のパスであり、①とは異なります。 

C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY\eConsTax.exe 

※「YYYY」の箇所は、対象のシステム年度の西暦です。 

例えば、令和４年度の場合は、「eCT2022」となります。 
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(2) ログイン中のユーザＩＤの確認とログアウト処理 

①運用管理システムのメニュー「206. データの更新」を押した際に表示される下記画面の 

 ユーザＩＤを確認します。 

 

②以下のオンラインＱ＆Ａをご参照いただき、ログイン中のユーザＩＤで、システムから 

  ログアウト(※)をしてください。 

  ※通信エラーやＰＣの強制断などでシステムを強制終了した場合は、実際には現在 

ログインされていないが、ログイン情報が残っています。 

ログイン情報が残っているユーザＩＤで対象のデータベースにログインし、システム

を終了することでログイン情報をクリアできます。 

もしくは、強制ログアウトの機能を使用し、ログイン中のユーザ情報をすべてクリア 

   してください。 

   【ご参考】(二重ログイン)「指定されたユーザＩＤで、既にログインしているユーザがい

ます。」の対処方法(0101498) 

   【ご参考】強制ログアウトの処理方法、使用目的及び注意点(0101423) 

 

③必要に応じてログイン一時停止の処理を行います。 

ログイン一時停止の処理は、一時的に親法人の担当者以外のユーザが、対象のデータに 

ログインできないようにする処理です。データの更新を行う場合は、他のユーザが処理対象

のデータ（＝通常は最後に作成したデータ）に対してログイン一時停止を行うことで、デー

タの更新が行えなくなることを防ぐことができます。 

【ご参考】ログイン一時停止の処理方法と使用目的（0101464） 

  

https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2314&item_id=0101498
https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2314&item_id=0101498
https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=303&category_id=2348&item_id=0101423
https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2314&item_id=0101464
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(3) 最新版へのシステム更新 

Ｗｅｂメニューからデータの更新対象の年度版システムを起動し、システムを最新版に更新 

します。 

※ＩＳＯイメージファイルをご利用の場合は、ＩＳＯイメージファイルからシステムを最新

版に更新します。 

【ご参考】ＩＳＯイメージファイルを使用したシステムのインストール方法（0101287） 

 

 

(4) データの更新 

運用管理システムにログインし、メニュー「206. データの更新」で対象年度を指定し、 

実行してください。 

   

 

  

https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2310&item_id=0101287
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２．すべての PC の年度版システムが最新版に更新されている場合 

 年度版システムが最新版に更新されてしまったＰＣで、以下の作業を行ってください。 

 

(1) ログイン中のユーザＩＤの確認 

運用管理システムのメニュー「206. データの更新」を押した際に表示される下記画面の 

 ユーザＩＤを確認します。 

 

(2) 対象年度のシステムＤＢの削除 

  以下のオンラインＱ＆Ａの「Ⅰ 対象年度のシステムＤＢを削除する方法」ご参照いただき、

データの更新の対象年度のシステムデータベース(ＤＢ)を削除してください。 

  ※ 当該オンラインＱ＆Ａの【回答】欄の※３に、対象年度のプロダクトキーを確認する 

  手順があるのでお控えください。後でプロダクトキーの登録が必要になります。 

  【ご参考】システムデータベース(ＤＢ)の削除方法（0101621） 

 

(3)  システムフォルダの削除 

「C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax」の直下にある以下のフォルダを削除して 

ください。 

①e-TAX グループ通算の場合 

以下イメージの青枠の４つのフォルダ 

1)eCTCTRL 

2)ectctrlverchk 

3)GXYYYY     ※(例)令和 4 年度版の場合は「GX2022」 

4)gxYYYYverchk  ※(例)令和 4 年度版の場合は「gx2022verchk」 

   ※「YYYY」は、データの更新の対象年度です。(例)令和４年度版：2022 

 ②eConsoliTax の場合 

以下イメージの赤枠の５つのフォルダ 

1)eCTCTRL 

https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2314&item_id=0101621
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2)ectctrlverchk 

3)eCTYYYY   ※(例)令和 4 年度版の場合は「eCT2022」 

4)ectYYYYverchk ※(例)令和 4 年度版の場合は「ect2022verchk」 

5)etctYYYYverchk ※(例)令和 4 年度版の場合は「etct2022verchk」 

     ※「YYYY」は、データの更新の対象年度です。(例)令和４年度版：2022 

   

 

(4) WMenu.ini の記述の削除 

上記(３)で削除したシステム年度版の情報の削除です。 

①以下の.ini ファイルをメモ帳などのテキストエディタで開きます。 

  C:\Program Files (x86)\TKC\Shared Files\WMneu.ini 
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②以下の記述が残っている場合は削除して保存します。 

1)e-TAX グループ通算の場合  

以下の a.と b.の２つの記述を削除します。 

a. 運用管理に関する記述 

「[eCTCTRL]～IconIndex=0」の 9 行を削除します。 

----------------------------------------------------------- 

[eCTCTRL] 

Title=連結納税システム 運用管理システム 

ExeName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ECTMNGMN.exe 

ExeNameXP=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ECTMNGMN.exe 

DefDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ 

AppDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ 

Version=YYYY 年 MM 月版 

IconName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ECTMNGMN.exe 

IconIndex=0 

----------------------------------------------------------- 

   ※Version の「YYYY 年 MM 月」はインストール版数です。(例)2022 年 10 月版など 

    

 

b. 年度版に関する記述 

    「[GXYYYY]～IconIndex=0」の 10 行を削除します。 

----------------------------------------------------------- 

   [GXYYYY] 

   Title=令和 Y 年度／グループ通算申告システム 

   ExeName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\GXYYYY\eConsTax.exe YYYY 

   ExeNameXP=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\GXYYYY\eConsTax.exe 

   ParamXP=YYYY 
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   DefDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\GXYYYY 

   AppDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\GXYYYY 

   Version=YYYY 年 MM 月版 

   IconName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\GXYYYY\eConsTax.exe 

   IconIndex=0 

----------------------------------------------------------- 

   ※「YYYY」は対象年度のシステムの西暦です。(例)令和４年度版の場合は「2022」です。 

   ※Version の「YYYY 年 MM 月」はインストール版数です。(例)2022 年 10 月版など 

     

 

2)eConsoliTax の場合  

以下の a.と b.の２つの記述を削除します。 

a. 運用管理に関する記述 

「[eCTCTRL]～IconIndex=0」の 9 行を削除します。 

----------------------------------------------------------- 

[eCTCTRL] 

Title=連結納税システム 運用管理システム 

ExeName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ECTMNGMN.exe 

ExeNameXP=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ECTMNGMN.exe 

DefDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ 

AppDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ 

Version=YYYY 年 MM 月版 

IconName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTCTRL\ECTMNGMN.exe 

IconIndex=0 

----------------------------------------------------------- 

   ※Version の「YYYY 年 MM 月」はインストール版数です。(例)2022 年 10 月 
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b. 年度版に関する記述  

ⅰ) が eConsoliTax の記述、ⅱ) が e-TAX 連結納税の記述です。 

    ⅰ)「[eCTYYYY]～IconIndex=0」の 10 行を削除します。 

----------------------------------------------------------- 

    [eCTYYYY] 

    Title=令和 Y 年度／連結納税システム 

    ExeName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY\eConsTax.exe YYYY 

    ExeNameXP=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY\eConsTax.exe 

    ParamXP=YYYY 

    DefDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY 

    AppDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY 

    Version=YYYY 年 MM 月版 

    IconName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY\eConsTax.exe 

    IconIndex=0 

    ----------------------------------------------------------- 

    ※「YYYY」は対象年度のシステム西暦です。(例)令和４年度版の場合は「2022」です。 

    ※Version の「YYYY 年 MM 月」はインストール版数です。(例)2022 年 10 月版など 

 

ⅱ) 「[ETCTYYYY]～IconIndex=0」の 10 行を削除します。 

----------------------------------------------------------- 

    [ETCTYYYY] 

    Title=令和 Y 年度ＴＫＣ電子申告システム(e-TAX 連結納税) 

    ExeName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY\ETCTMAIN.exe YYYY 

    ExeNameXP=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY\ETCTMAIN.exe 

    ParamXP=YYYY 
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    DefDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY 

    AppDir=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY 

    Version=YYYY 年 MM 月版 

    IconName=C:\Program Files (x86)\TKC\eConsTax\eCTYYYY\ETCTMAIN.exe 

    IconIndex=0 

    ----------------------------------------------------------- 

    ※「YYYY」は対象年度のシステム西暦です。(例)令和４年度版の場合は「2022」です。 

    ※Version の「YYYY 年 MM 月」はインストール版数です。(例)2022 年 10 月版など 

 

     

 

(5) ＩＳＯイメージファイルから最新版へ更新する前に利用していた版数のシステムの 

イントール 

  以下のオンラインＱ＆Ａをご参照いただき、最新版に更新する前に使用していた版数の 

システムを、ＩＳＯイメージファイルからインストールしてください。 

 ここでインストールいただく版数は、「最新版」ではないことをご注意ください。 

 上記(2)でメモしていただいたプロダクトキーをご入力ください。 

【ご参考】ＩＳＯイメージファイルを使用したシステムのインストール方法（0101287） 

  

https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2310&item_id=0101287
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(6) 上記(1)で確認したログイン中のユーザＩＤのログアウト処理 

①上記(5)でインストールした最新版に更新前に使用していた版数のシステムを Windows の

ショートカット(※)から起動します。 

※ Windows のスタートボタン＞ＴＫＣシステム＞令和Ｘ年度／グループ通算申告システム 

 (eConsoliTax の場合は、「令和Ｘ年度／連結納税システム」となります。 

 

②念のため、上記(1)で確認したログイン中のユーザＩＤが、以下の画面でもログイン中と 

  なっていることを確認します。 

  [各法人の処理状況の確認] ボタン＞[TISC の処理状況] のタブで、[ログイン状況] 列が

「〇」になっているユーザＩＤを確認します。 

※ [処理区分] 列が、当該ユーザＩＤが当該年度でログイン中の処理区分です。 

四半期試算・期末試算や修正申告はログイン中のデータベースの可能性が複数 

ございますが、ケース名は表示されません。 

    

 

③以下のオンラインＱ＆Ａをご参照いただき、ログイン中のユーザＩＤで、システムから 

 ログアウト(※)をしてください。 

  ※ 通信エラーやＰＣの強制断などでシステムを強制終了した場合は、実際には現在 

ログインされていないが、ログイン情報が残ってしまいます。ログイン情報が残って 

いるユーザＩＤで対象のデータベースにログインし、システムを終了することでログ 

イン情報をクリアできます。 

もしくは、強制ログアウトの機能を使用し、ログイン中のユーザ情報を全てクリア 

  してください。 

   【ご参考】(二重ログイン)「指定されたユーザＩＤで、既にログインしているユーザがい

ます。」の対処方法(0101498) 

   【ご参考】強制ログアウトの処理方法、使用目的及び注意点(0101423) 

④必要に応じてログイン一時停止(※)の処理を行います。 

※ ログイン一時停止の処理は、一時的に親法人の担当者以外のユーザが、対象のデータに 

ログインできないようにする処理です。データの更新を行う場合は、他のユーザが処理 

対象のデータ（＝通常は最後に作成したデータ）に対してログイン一時停止を行うことで、 

データの更新が行えなくなることを防ぐことができます。 

【ご参考】ログイン一時停止の処理方法と使用目的(0101464) 

https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2314&item_id=0101498
https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2314&item_id=0101498
https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=303&category_id=2348&item_id=0101423
https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2314&item_id=0101464&search=true&query=%e4%b8%80%e6%99%82%e5%81%9c%e6%ad%a2


14 

 

(7) 最新版へのシステム更新 

Ｗｅｂメニューでデータの更新対象の年度版システムを起動し、システムを最新版に更新 

します。 

※ＩＳＯイメージファイル(DVD)をご利用の場合は、ＩＳＯイメージファイル(DVD)から 

 システムを最新版に更新します。 

 【ご参考】ＩＳＯイメージファイルを使用したシステムのインストール方法(0101287) 

 

(8) データの更新 

運用管理システムにログインし、メニュー206 で対象年度を指定し、データの更新を行って

ください。 

   

 

以上 

https://www.prft.tkc.co.jp/SystemqaCPNYFree/Main/QaItem.aspx?system_id=301&category_id=2314&item_id=0101287&query=%e4%b8%80%e6%99%82%e5%81%9c%e6%ad%a2

